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　当期におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善にみられるよ
うに好循環が広がりつつある中で、企業の業績観も改善をみせ、緩
やかな回復基調が続いています。設備投資は、製造業では緩慢なも
のの、大都市部での大型再開発や宿泊施設など非製造業の建設投
資がプラスに作用しましたが、個人消費は依然低迷が続いており、
支出面の波及はまだ十分ではない状況が続いております。
　当建設業界では、2020年東京オリンピックに向けた施設やインフ
ラ設備、首都圏の再開発など拡大傾向が続いている中、一方では、資
機材の高騰、建設労働者の不足が顕著である状況で推移しました。

　当社を取巻く事業環境は、当面、2020年の東京オリンピック特需
等を中心に建設需要が好調に推移することが予想される一方で、依
然として建設労働者不足による労働環境の悪化や、建設資材の高
騰に伴う工事採算性の悪化が懸念され、引き続き当社にとって厳し
い事業環境が続くと予想されます。
　このように当社を取巻く事業環境が不透明さを増す中で、継続し
て収益性重視の工事受注に傾注し、工事原価の低減を図り、品質最
優先の顧客本位の誠実な対応を行って参りますとともに、旧態依然
とした慣習を打破し、新しい建設産業へ生まれ変わる努力を行って

　こうした状況の下、当社は一貫して収益性重視の選別受注に徹
し、工事原価の低減を図り、品質最優先を徹底するとともに顧客本
位の誠実な対応を行い、業績の安定を図って参りました。
　この結果、当期の業績につきましては、以下のとおりとなりました。
　受注工事高は前期比14.3％増の352億61百万円、完成工事高
は同5.6％増の300億90百万円となりました。また、次期繰越工事
高は前期比20.4％増の304億29百万円となりました。利益面につ
きましては経常利益は前期比35.1％増の11億18百万円となり、当
期純利益は固定資産売却に伴う特別利益を計上した前期に比べ、
16.3％減益の９億14百万円となりました。

参ります。
　また、昨今働き方改革が注目される中、当社は、まず有給休暇取
得促進の為「有給休暇取得奨励金制度」を新設しました。この施策
を契機に、全社を挙げた働き方改革に向けて、一人一人の意識改革
と社内の環境整備を促進し、すべての従業員が能力を最大限に発
揮できる、より魅力的で働きやすい会社をめざします。
　そして、コンプライアンスの更なる徹底を図り、企業としての社会
的責任を自覚し、さらなる社会貢献を果たしていく所存です。
　株主の皆様方には今後ともご支援ご鞭撻を賜りますようよろしく
お願い申し上げます。

平成29年6月

　株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　ここに、第78期（平成28年4月1日から平成29年3月31日まで）の事業報告をお届けいたします。
　今後とも株主の皆様から厚いご指導、ご支援を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

事業の経過及び成果

会社が対処すべき課題

株主の皆様へ

区　　　　　分 前期繰越工事高 当期受注工事高 当期完成工事高 次期繰越工事高

空調衛生設備工事 百万円 百万円 百万円 百万円
25,258 35,261 30,090 30,429
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財務ハイライト

受 注 工 事 高 完 成 工 事 高

当 期 純 利 益 総資産・純資産・自己資本比率

経 常 利 益

1 株 当 た り 当 期 純 利 益

35,261百万円 30,090百万円

914百万円 自己資本比率　37.9％　　

純資産 　10,883百万円

総資産 　28,671百万円

1,118百万円
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　当社は、2017年3月28日（火）～3月30日（木）に東京ビッグ
サイト西３ホールにて行われました「第13回スマート空調衛生
システム展（MACS2017）」へ出展いたしました。展示内容と
しては、当社研究部門にて検討している「省エネルギー技術」
を中心に「空調シミュレーションプログラム」、「蓄熱最適化制
御」、「室圧制御システム」、「エネマネハウス」の4つのテーマに
ついて紹介をいたしました。

「第13回スマート空調衛生システム展（MACS2017）」へ出展

　以上の内容について、パネルの展示と、それらをまとめたパンフレットの配布を行
いました。また、当社CMおよび竣工物件の写真のスライドショーを液晶ディスプレ
イにより映像展示いたしました。会場来場者数は、三日間の累計で16,994名（主催
者発表）、当社ブースにも約200名の来訪がありました。
　これまで当社の研究部門では、空気調和・衛生工学会大会での発表や各学会の
研究会などで専門家に向けての情報発信を行っておりましたが、本展示会におい
て、一般の方にもご覧いただける形での公開を行うことができました。
　今後も研究業務を継続し、当社の技術力を社外にアピールしていきたいと考え
ております。

「空調シミュレーションプログラム」
　空調システムに用いる様々なシミュレーションを示し、当社で
開発したＥＰ－ＳＡＮ（アメリカ：エネルギー省が公開しているエネ
ルギーシミュレーションプログラムＥｎｅｒｇｙＰｌｕｓの日本語インタ
ーフェイス）を紹介しました。また、当社では気流解析ソフトを用
いた空間の温湿度分析なども行っております。

「蓄熱最適化制御」
　（一財）ヒートポンプ・蓄熱センターのワーキンググループに
参加し、研究を行っていた成果を、名古屋大学研究所共同館へ
導入した内容について紹介しました。利用する熱負荷を予測す
ることで、必要な分だけ熱源を運転することで機器の無駄な運
転を抑制して、省エネルギーとなる技術などを紹介しました。ま
た、表示画面を作成し、エネルギーの見える化を行い、運転管理
での省エネルギーに貢献しました。

「室圧制御システム」
　空気の清浄度などを保つために、室間空気の混合を避ける目的で室
圧の設定を変える制御を行います。当社で行った市販の機器（ＰＬＣ）を
用いた制御システムの実験について紹介しています。本システムは、製
薬施設、病院手術室、食品工場などの室圧制御のほか、ＶＡＶ空調方式、
特殊換気システムなどの省エネ分野にも応用することができます。

「エネマネハウス」
　2015年に立命館大学の協力企業として参加したエネマネハウスに
ついて紹介しました。エネマネハウスとは、⼤学と⺠間企業が参加する、

“学⽣が考える、将来の家”をテーマとしたコンペティションです。⽴命
館⼤学は、優秀賞と特別賞（エネルギー・資源賞）を受賞いたしました。

トピックス
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　当社は、2017年3月28日（火）～3月30日（木）に東京ビッグ
サイト西３ホールにて行われました「第13回スマート空調衛生
システム展（MACS2017）」へ出展いたしました。展示内容と
しては、当社研究部門にて検討している「省エネルギー技術」
を中心に「空調シミュレーションプログラム」、「蓄熱最適化制
御」、「室圧制御システム」、「エネマネハウス」の4つのテーマに
ついて紹介をいたしました。

「第13回スマート空調衛生システム展（MACS2017）」へ出展
第78期（2016年度）主な竣工物件

東京ビッグサイト東新展示棟　
（東京都江東区）

社会医療法人敬愛会中頭病院　
（沖縄県沖縄市）

立命館ＢＫＣスポーツ健康コモンズ　
（滋賀県草津市）

社会医療法人生長会
ベルランド看護助産専門学校　

（大阪府堺市）

大船渡市赤崎中学校　
（岩手県大船渡市）
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科　目 金　額

完成工事高 30,090,328

完成工事原価 27,070,044

　完成工事総利益 3,020,283

販売費及び一般管理費 2,068,185

営業利益 952,097

営業外収益 340,023

　受取利息及び配当金 89,048

　不動産賃貸収益 229,329

　その他 21,644

営業外費用 173,430

　支払利息 15,178

　不動産賃貸費用 134,422

　その他 23,829

経常利益 1,118,690

特別利益 10,384

　固定資産売却益 6,045

　投資有価証券売却益 1

　会員権売却益 4,337

特別損失 2,112

　固定資産除却損 17

　投資有価証券評価損 595

　投資有価証券整理損 1,500

税引前当期純利益 1,126,962

法人税、住民税及び事業税 247,294

法人税等調整額 △ 35,170

当期純利益 914,837

財務諸表

貸借対照表（平成29年3月3１日現在） 損益計算書（単位：千円） （単位：千円）

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 （注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

科　目 金　額 科　目 金　額
資 産 の 部 負 債 の 部
流動資産 21,438,919
　　現金預金 7,100,176
　　受取手形 990,998
　　完成工事未収入金 11,535,612
　　未成工事支出金 32,548
　　立替金 355,243
　　短期貸付金 720,000
　　未検収消費税等 429,602
　　繰延税金資産 233,818
　　その他 47,835
　　貸倒引当金 △ 6,916
固定資産 7,232,303
　有形固定資産 3,191,931
　　建物・構築物 934,781
　　機械・運搬具 6,786
　　工具器具・備品 26,708
　　土地 2,205,069
　　リース資産 18,584
　無形固定資産 79,432
　　電話加入権 22,062
　　ソフトウェア 57,347
　　リース資産 22
　投資その他の資産 3,960,939
　　投資有価証券 2,618,648
　　関係会社株式 238,000
　　出資金 5,225
　　長期貸付金 150,852
　　長期前払費用 5,353
　　長期保証金 179,785
　　長期保険積立金 704,865
　　会員権 141,060
　　その他 10,079
　　貸倒引当金 △ 92,930

流動負債 15,550,802
　　支払手形 2,254,369
　　工事未払金 9,800,061
　　一年内償還社債 520,000
　　短期借入金 895,000
　　未払費用 141,041
　　未払法人税等 261,023
　　未成工事受入金 263,638
　　預り金 110,447
　　賞与引当金 340,000
　　役員賞与引当金 16,000
　　完成工事補償引当金 29,760
　　工事損失引当金 49,100
　　独占禁止法関連損失引当金 203,840
　　その他 666,520
固定負債 2,237,087
　　社債 1,035,000
　　退職給付引当金 598,782
　　役員退職慰労引当金 57,839
　　預り保証金 116,362
　　長期リース債務 10,318
　　長期繰延税金負債 418,785
負債合計 17,787,890
純 資 産 の 部
株主資本 10,056,721
　資本金 1,236,176
　資本剰余金 824,328
　　資本準備金 824,328
　利益剰余金 8,633,660
　　利益準備金 309,044
　　その他利益剰余金 8,324,616
　　　固定資産圧縮積立金 156,946
　　　別途積立金 6,634,000
　　　繰越利益剰余金 1,533,670
　自己株式 △ 637,443
評価・換算差額等 826,611
　その他有価証券評価差額金 826,611
純資産合計 10,883,332

資産合計 28,671,222 負債及び純資産合計 28,671,222

平成28年４月１ 日から
平成29年３月31日まで（ ）

5

010_0231101302906.indd   5 2017/06/12   19:07:10



株　　　　　主　　　　　資　　　　　本 評価・換
算差額等

純資産合計
資本金

資本剰余金 利　　益　　剰　　余　　金

自己株式 株主資本
合　　計

その他有価証
券評価差額金資本準備金 利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合　　　計固 定 資 産

圧縮積立金 別途積立金 繰越利益
剰 余 金

当期首残高 1,236,176 824,328 309,044 160,707 6,634,000 720,971 7,824,723 △637,162 9,248,065 654,824 9,902,889
　当期変動額
　固定資産圧縮積立金 △3,760 3,760 ― ― ―
　剰余金の配当 △105,900 △105,900 △105,900 △105,900
　当期純利益 914,837 914,837 914,837 914,837
　自己株式の取得 △281 △281 △281
　�株主資本以外の項目の

当期変動額（純額） 171,787 171,787

　当期変動額合計 ― ― ― △3,760 ― 812,698 808,937 △281 808,655 171,787 980,442
当期末残高 1,236,176 824,328 309,044 156,946 6,634,000 1,533,670 8,633,660 △637,443 10,056,721 826,611 10,883,332

①発行可能株式総数� 35,600,000 株
②発行済株式の総数� 8,824,387 株

（自己株式 1,415,613 株を除く）
③株主数� 67 名
④大株主（上位 10 名）

株　主　名 持　株　数 持　株　比　率
千株 ％

従業員持株会 1,252 14.1
株式会社三晃エージェンシー 1,128 12.7
齋藤昌宏 627 7.1
齋藤　穎 543 6.1
株式会社三井住友銀行 440 4.9
三井住友信託銀行株式会社 440 4.9
株式会社ヤマト 440 4.9
齋藤　進 364 4.1
齋藤　明 353 4.0
住友生命保険相互会社 330 3.7

株主資本等変動計算書（平成28年４月１日から平成29年３月31日まで） （単位：千円）

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

株式に関する事項
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四国出張所

福井営業所

和歌山営業所

北海道営業所

岡山営業所
山口営業所

鹿児島営業所

沖縄営業所

北九州出張所

出雲営業所

隠岐出張所

〒530-0047
大阪市北区西天満
三丁目13番20号（ASビル)
電話 06-6363-1671(代)

本社

〒530-0047
大阪市北区西天満
三丁目13番20号（ASビル)
電話 06-6363-1371(代)

大阪本店

〒810-0041
福岡市中央区大名
二丁目４番22号

（新日本ビル)
電話 092-761-3795

九州支店

〒730-0031
広島市中区紙屋町一丁目２番22号

（広島トランヴェールビルディング)
電話 082-247-4535

中国支店

〒450-0003
名古屋市中村区名駅南
二丁目14番19号

（住友生命名古屋ビル)
電話 052-581-8571

名古屋支店

〒650-0021
神戸市中央区三宮町
一丁目５番１号

（銀泉三宮ビル)
電話 078-393-5291

神戸支店
〒690-0842
松江市東本町四丁目147番地
電話 0852-22-3535

山陰営業所
〒602-0877
京都市上京区河原町通
丸太町上ル桝屋町354の２

（毎日新聞京都ビル)
電話 075-213-3801

京都支店

〒163-0713
東京都新宿区西新宿二丁目７番１号

（小田急第一生命ビル)
電話 03-3344-7911(代)

東京本店

〒980-6014 
仙台市青葉区中央四丁目６番１号

（住友生命仙台中央ビル)
電話 022-261-3002

東北支店

静岡営業所
横浜営業所

ビジネスレポート
平成28年4月1日から平成29年3月31日まで

第78期

会社の概況 （平成29年3月31日現在）

事業所一覧 （平成29年6月29日現在）

役　員 （平成29年6月29日現在）

〔取締役および監査役〕商　号 株式会社 三晃空調
SANKO AIR CONDITIONING CO., LTD.

創　立 昭和21年1月1日
設　立 昭和22年2月8日
資本金 12億3,617万6千円
建設業許可 国土交通大臣許可（特－27）第4662号

管工事業、機械器具設置工事業、
消防施設工事業、建築工事業

従業員数 431名
※従業員数には、役員、顧問、嘱託、臨時従業員
　および社外からの出向者を含んでおりません。

取締役会長 齋 藤 　 明
代表取締役社長 齋 藤 昌 宏
常務取締役 文 田 秀 夫
常務取締役 山 田 隆 三
※ 取 締 役 久保田重憲
常勤監査役 常 井 孝 眞
監 査 役 木 村 泰 輔
※印は、新任の取締役です。

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

ホームページアドレス
http://www.sanko-air.co.jp
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